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目的

女 子短大生の栄養 摂取 状況の実態を把握する目的か ら,家 政科1年 の学生に 「食生

活」に対する関心をもたせ,教 材に用いるために,自 己の食事記録をとらせるとともに

栄養摂取量の計算をさせた資料を基に,今 回も過去6回 の記録D～6)と同様にまとめを行

ったので報告する。

方法

1.調 査対象

対象は女子短大の家政科1年 生87人 のうち,入 学時と夏期休暇中の2回 にわたる調査

期間中いずれも健康にして平常通りの生活が出来た時の食事記録がとれたもの83例 を選

んだ。

2.調 査期間

第1回 目は,こ れまでの自己のありのままの食事記録をとらせるため,入 学当時の昭

和54年4月20日 ～5月5日 の間の連続3日 間(以 下入学時とする),第2回 目は,短 大生

活にも慣れ,ま た 「食生活」の講義 も終った夏期休暇中の昭和54年7月11日 ～8月 末日

の間の連続3日 間(以 下夏期休暇中とする)と した。調査 日は各自,学 習目的からいずれ

れ もきちんと記録のとれる日で休 日を含む連続3日 間を選ばせた。

3.調 査方法

食事調査 の記録は,献 立別 にまず,朝 ・昼 ・夕 と間食 に分けて,1日 に摂取したす

べての材料及 び分量を記録 して,3日 分の食事摂取 量と記録時の身長,体 重,年 令及

び 自宅通学又は下宿や寮等の記入をさせて提出させた。°これに出来 るだけ正確を期すよ

う指導を加えて返 し,次 に各自の摂取量に対 して,三 訂補日本食品成分表7)を 用いて栄

養摂取量を算出 し,考 察を加えて提出させた。更に計算違いやその他不備な点について

は本人 と面接を行って正 した。
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結果および考察

調査対象83例 の1人 当 り1日 平均栄養摂取量を表1に 示 した。 これを女子短大生 の平

表11人 当り1母平均栄養摂取量
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注)入 学時,夏 期休暇中ともに83例 の3日 間の平均値

均 摂 取量 とみ な し,入 学時 と夏 期 休 暇 中 とに つ いて 比 較 を 行 う と,エ ネ ル ギ ー は それ ぞ

れ1903±339kca1と1917±339kcal,タ ンパ ク質 は68.0±14.5gと71.2±i5.sg,脂 質 は

81.7±29.5gと80.0±25.6g,カ ル シウム は529±166mgと547±169mg,リ ン は991±

201mgと1063±228mg,鉄 は14.0±12.3mgと13.8±4.5mg,ビ タ ミンAは1600±5431 .U

と1742±7441.U.,ビ タ ミンB1は

0.95±0.30mgと0.98±0.28mg,

ビタ ミンB2は ユ.02±0.30mgと1 .09

±0.27mg,ビ タミンCは96±49mg

と92±45mgで あ り,平均摂取量 に

おいては,入 学時 と夏期休暇中 と

の間に大差 はなか った。 ただ し,

鉄 の入学 時におけ る標準偏差が大

きか ったので,こ れについて は後

に検討す る。

更に主 な栄養素にっいて,栄 養

所要量 に対す る充足率でみ るため

に図1に 比率で表わ してみた。

栄養所要量 を少 しで も上 まって摂

取 されていた栄養素 は,入 学時 と 図11人 当り1日 平均栄養摂取量の栄養所要量比
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夏期休暇 中がそれ ぞれ,タ ンパ ク質で は105と110(%),鉄 は117と1ユ5(00),ビ タ ミンB1

は119と123(00),ビ タミンCは192と184(00)で あ った。逆 に栄 養所要量 に少 しで も満 た

なか った ものをあげ ると,入 学時 と夏期休 暇中がそれぞれ,エ ネルギーは91と91(%),カ

ルシウムは88と91(00),ビ タミンAは89と97(00),ビ タミゾB2は85と91(%)で あ った。全体 と

して入学時で85°o以 上,夏 期休暇中で91°o以 上 の充足率で あった。このパターンは前報6)

ともよ く似てお り,ビ タ ミンCの みが特に多 く2倍 近かった。 この ことは過去何年 も同

じ傾 向が続いて い るので これにつ いては後 に検討す る。

タ ンパ ク質 は,摂 取量 において は所要量 をわずか上 まわ ってい るが,こ れを数値的 に

検討す ると,動 物 性 タンパ ク質 は入学時 と夏期 休暇中 とはそれ ぞれ33.4と37.9(9)で 総

タ ンパ ク質 に占 める割合 は,表1に 示すように入学時 と夏期休 暇中はそれぞれ49と53(%)

で あった。 これは,前 報6)(53年 度 の学生)の45°oと51°oに 比べ てい くらか多 い。タン

パ ク質 のエネルギ ーに対 す る比 率 につ いて は,入 学 時1400,夏 期 休 暇中1500で あ り,

前報6)の15°oと はほぼ同 じく,所 要量か ら求 めた タンパ ク質のエ ネルギー比13°oに 比

べ る とやや多 い。 本対象 の場合 は,所 要量 よりエネル ギー摂取 量が やや少 く,そ れ に

対 してタンパ ク質 は少 し多あで あるので結果 と して多 くなるの は当然であ ろ う。

次 いで,動 物性 タ ンパ ク質の摂取 にと もなって,動 物性脂質 の摂取量が増加す ること

が成人病 との関係 において問題になるので脂質 につ いて検討す る と,動 物性脂質 は入学

時 と夏期休暇中が それぞれ35.9と38.1(g)で,総 脂質 に占あ る割合 は44と48(%)で

あった。 この値 は前報s)と 同値 であ った。興味 が もたれ るのは,49,50,51年 度 の学 生

は動物性 タ ンパ ク質比 よ り動物性脂質比の方 が10～17° °高かったが,52年 度以降の学生

は動物性脂質比の摂取量が減少 して きた ことであ る。 これにつ いて,献 立 をみる と調理

す る際炒 め物等 にサ ラダ油を使用す る人が増 え るな ど過去 の調査 に比べ て,植 物 性脂質

の使 用が増 えてきたよ うである。脂質の エネルギ ーに対する比率 は表1に 示す よ うに入

学 時 と夏 期休 暇中 が39と38(00)で,所 要量に示 されている脂質 のエネルギー比25～30°o

に比べ る と1.3～1。6倍 位 高い。前述 のタンパク質のエネルギー比 と同様 にエネルギ ーに占

め るタンパ ク質 や脂質 の割合 が多 くな って きて い る。

エネルギー摂取量 の平均値が入学時,夏 期休 暇中 ともに栄 養所要 量 に比べ て91°oと やや

少 ないことにっいて 体位 および労作か ら検討 してみ ると,平均体 重及 び身長 はそれぞれ,

51.16±5.61kg,1578±4.39cmで あ り,推 計基準値 の体重52.59±6.52㎏,身 長157.8±5.50

cmに 比べ て身長 はほぼ同値 で,体 重がやや少な い程度で あった。 面接の所見か らも特 別

な肥 満や虚弱 と思われ るような例 は見 られ なか った。労作 につ いて も,運 動部 に入 って

い る人達の練習時 を除 いて は,ほ とんど軽労作 に属 していると思われた。特に摂取量 の
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少 ない人 にっ いて尋ねてみたが,食 事制限を して いる様子 はなか っ虎 。全体 的に体 力増

強 とい う意 味か らも,も う少 し食べて積極 的にエネルギ ーを消費す る程の運動をす る方

が望 ま しい と思われ る。

以上の平均値 は女子 短大生の栄養摂取量 の実態 を表 わす もの とみな して栄養所要 量 と

の比較で扱 ったが,本 対象の栄養摂取量 は,調 査 目的か ら個 々の摂取状態を検討す る必

要 が あるので,栄 養素別 にその分布状態 がわか るよ うに図2に 示 した。

まず,図2a)の エネルギ::取 の分布状態は,1119～3035kca1の 範 囲で大部 分は

1500～2400kcalに 集まっていた。所要量以上の ものは入学 時19例(23°o),夏 期休 暇中22

例(27°o)で あ った。気 にかか ったのは,入 学時に1119kcalの 人 と,3035kcalの 人で

あった。摂取量 は3日 間の平均値 で表 わ したが,入 学 時に基礎代謝量以下 で あった人の

献立内容 は,朝 食はパ ンにサ ラダ とコー ヒー,3日 の うち1回 は朝食抜 きで あり,昼 食

は ラーメ ンのみ,夕 食 はざるそばまたはごはん とサ ラダとい った食事で,全 体 に量 も種

類 も少なか った。 しか し,牛 乳をよ く飲 んで いたためか栄養素 のバ ランスは必 ず しも悪

くな らなか った。 この人の夏期休暇 中のエネルギー摂取量 を参考 にみてみる と1480kcal

で あ り,361kcal程 多 くな って いたが,全 体 に少食で あ るが,標 準体重であ った ことか

ら本人 と して は正常と思 っていたよ うで あ った。一方,入 学時 に3035kcal摂 取 していた人

は・3食 ともに摂取量が多 く特に豚肉,油 脂類が摂取 されていた。しか し夏期休 暇中をみる

と2050kcalと 所 要 量 附 近 であ る上栄養素のバ ランスは比較 的よ く,こ の人 も標準体重

で あ り肥満体 ではなか った。 このよ うに,エ ネルギー摂取量 は運動量,体 格,生 活上 の

都合 や習慣 な どとの関係があ り,長 期観察を要 す るの で3日 間の平均値で過不足 を言及

す るわ けにはいかない要素が多か った。 しか し,入 学時 よ り夏期休暇中の方 がわず かで

も問題が少 な くな り.食 生活 に対す る関心 が持 たれ た ことは,本 調査の 目的か ら喜 ば し

い ことで ある。

タ ンパ ク質 は図2b)に 示 すよ うに,38.2～132.2gの 範 囲で摂取 されて いた。大部

分 が5・-9・9の 所喋 ま り.:.量 の初 下 の例は,今 回 は1例 もな く,腰 量以上 のも

のが入学 時43例(52°o),夏 期休暇 中47例(57°o)と かな り多 く摂取 されていた。しか し,

入学 時に所要量 の2倍 もある132.2gを 摂取 した入 が ユ例 あ っただ けで極 端 に多い人 は

少 なか った。 タ ンパ ク質の主な給源 は,豚 肉,鶏 肉,鶏 卵,魚 類等で あった。

脂質 は図2c)に 示すよ うに33.6～196.7gの 範 囲で摂取 され ていた。 ほ とん どは50

～110gの 所 に多 く集 まってお り
,入 学時60例(72°o),夏 期休暇中62例(75°o)が ここ

に含 まれた。 これ以上多 く摂取 している例 は入学時13例(16°o),夏 期休 暇中10例(12°o)

で あ った。脂質 の平均摂 取量 は表1に 示す ように入学時 と夏期休暇中がそれぞれ81 .7と
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図2.摂 取 栄養量の分布
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:11(9)で あり,所 要量に示 してあ る脂肪エネルギー比がら算出 した,相 当する脂 肪 摂

取 量58～7098)の 範囲の1.1～1.4倍 位 多 く摂取 していた。

無機質 につ いて は,カ ル シウムは図2d)に 示す よ うに150～1250mgの 範囲で摂取 さ

れて いた。特 に400～700mgの 所 に多 く分布 し,こ の範囲に含 まれ るのは,入 学時61例

(73°o),夏 期休暇 中59例(71°o)で あ った。他 と同様 に所要量 以上 は入学時 と夏期休 暇

中が それ ぞれ19例(23°o)と25例(3・00)で,所 要量の卸 下 がそれ ぞれ6伊1(7°o)

と5例(6°o)あ っ た 。前 報6)は 所 要 量 以 上 が それ ぞ れ19例(21°o)と25例(27°o)で,

所 要量畦 以下は・14例(15°o)と11例(12°o)で あったか ら,今 回の方懶 取状態 が

わずかで はあるが良い。 その理 由と して,今 回 は後述 の牛乳 を少量で はあるが毎 日摂取

す る人 が増え たことによ るのではないか と思われ る。 カル シウムの主 な給源は牛 乳,チ

ーズ等 の乳製品で あった。

鉄の摂取状況 は図2e)に 示す よ うに5.8～120.Omgの 範 囲 で分 布 の 幅 は広 いが,

8.0～17.Omgの 範 囲に多 く集 まっていた。所要 量以上 が入学 時46例(55°o),夏 期休暇

中46例(55°o)z所 疆 の歩 下は入学時に1例 のみという,かな狼 い摂取状況であり,

所要量を上 まわってはいるが 前述 した入学 時の鉄 の平均摂取量の標準偏差 が大 きい こと

に つ いては,緑 黄野菜の使 用の有無 とい うその日の献立 による影響が大 きか った。 しか

し,こ こで も入 学時に比べ て夏期休 暇中の方 がはるか に摂取 状態が良 くな って いたのは

教育効 果の程はあき らかで はな いが喜 ば しい結果 を得 た。主な給 源は鶏肉や ほ うれん草

等 であ った。鉄の摂取量 と関連 して思春期女子 の貧血 の問題9)が よ く聞かれ るが,本 対

象者 の中には特に貧血 ら しい人 は面接の所見か らはみ られなか った。

ビタミン類 については,ビ タ ミンAの 摂取 状況は図2f)に 示 すよ うに326～47661 .U.

と非常 に分布 の幅が広 かった。 所要量以上が入学 時31例(37°o),夏 期休 暇中34例(41

°o)で ・所疆 以下の分布が多くなってL・たがph要 量畦 以下 というの妙 なく入学

時4例(5°0),夏 期休 暇中5例(6°o)で あった。主 な給源をみ るとバ ター,に ん じん,

ピーマ ン等の緑 黄色 野菜 になっていたが,全 体 に鉄 の所で も述べ たよ うに緑黄色野菜の

使 用頻度が少ない。 うなぎや レバ ーを摂 った 日だけ極端 に摂取量 が多 くな って いる例 も

あるが,3日 間を平均 す るので,1日 当 りが量的 に少 な くな って しま う。 この点 は献立

指導の必要 を感 じた。

ビタ ミンB1は 図29)に 示す よ うに0 .40～2.16mgの 範囲で摂取 されて いた。分布幅 は

広 いが所要量以上は入学時57例(69°o),夏 期休暇中6]例(73°o)で あ り,所 要量以上 の

所 に集中 して いた。 また・所要量のi2以 下 の摂取量の人 が入学時1例 あったが,夏 期休

暇中 には,所 要量以上 の摂取量 とな っていた。 ビタ ミンB1は 毎 日摂取するのが望 ま しい
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が,こ こで もや はりその 日の献立 の影響大 きい ように思 われた。 ビタ ミンB1の 主な給源

は,一パ ン,麺 類,い も類,米,豚 肉や ロースハ ムか ら摂 られてお り,次 いで鶏 肉であ った。

ビタミンBIは 調理 による損失 も大き く,欠 乏 しやすい と思 われ たが ,平 均値か らみ る と

ビタ ミンB1の 摂取状況は良いよ うであった。

ビタ ミンB2の 摂取状況 は図2h)に 示す よ うに、0.47～1.84mgの 範囲で分布 して いた。

所要量以土 は入学時22例(27°o),夏 期休暇 中29例(35°o)で あ り,全 体 に所要量よ り下

まわった所に多 く分布 していた・腰 量畦 以下1ま・入学時に8例(1・00)が 渡 鮴

暇 中には2例(2°o)と な り,入 学 時よ り夏期休暇 中の方 がよ くな ったとは言 え,ビ タ

ミンに対 して はさらに指導を要 す ると思われた。主 な給源 は,豚 肉,鶏 肉,鶏 卵,牛 乳

豆製品等 であったので,給 源 となる食品 を良 く摂取す るこ乏が望まれ る。また,カル シウム

の補充 と も合わせ て牛乳の摂取量 を少 し増す ことで,か な り改善 されることがわか った。

ビタ ミンcの 摂取状況 は図2i)に 示 すよ うに18～241mgの 範 囲であ った。平均摂取

量 は入学時 と夏期休暇中が それぞれ96と92(mg)で あるよ うに所要 量以上で,所 要量 以下

は入学時14例(17%)・ 夏鮴 暇中13例(16°o)と 少な く・所鶸 の麺 下1ま入学時 に4

表2食 事の主食による分類.

調 査 期 間 ご は ん ノマ ン め ん 類 そ の 他 な し

朝

食

入 学 時 29(35 47(57 0 4(5) 3{3)

夏期 休暇中 34(42) 44(53) 0 3C3) 2C2 ..)

昼

食

入 学 時 31C37) 18(22) 28C34) 6C7) 0

夏期 休暇中 32(39) 16(ユ9) 32(39) 3C3) 0

夕

食

入 学 時 69(84) 2(2) 6(7) 6(7) 0

夏 期休暇中 69(84) 2C2) 7(8) 5C6) 0

平

均

入 学 時 43(52) 22(27) 12(14) 5C6) 1(1)

夏 期休暇中 45C54) 21(25) 13E16) 4C5)10
注)入 学時,夏 期休暇中ともに83例 の3日 間の出現件数の平均値

()内 は%

例(5°o)と 夏期休暇中に2例(2°o)で あっだ。生な給源は生野菜や果物 とい・うのが

多かった。本対象には,生 食が主なので調理による損失 も少な く,問 題の少ない栄養素

であった。

以上,摂 取栄養素を個別に見てきたが,栄 養的た問題のある食生活を している学生は

入学時に少数見 られたが,夏 期休暇中と合わせて検討するとかなり解消されてきている。
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過去何 回かの調査 を通 して感 じられるこ とで あるが,下 宿等を含 む入学時 と家庭 に於 け

る夏期休 暇中 との献立内容 が同 じ傾向で あ った という事は,家 庭 と学生 の食様式,食 品

材料の選択,調 理法等 に何 か しら共通 した ものがあるよ うに思われ てな らない。

食 事の摂取状況 をみ るための一方法 と して,表2に 示す よ うに主食 によ る分類 を して

みた。 まず,朝 食 の摂取状況 は朝食抜 きという人は,入 学時 は3日 の うち3回 とも食べ

ない人 が1例,1回 食べ ない人が5例,夏 期休暇中は3日 のうち2回 食べ ない人が1例,

1回 食べない人 が3例 あ った。 これ に対 して,昼 食 ・夕食 を抜 く人 は皆無で摂取状況 は

大変 よい。 さて.主 食の種類 は,朝 食は,入 学 時,夏 期 休 暇 中 ともにパ ンが半数以上

を占めている。昼 食 には,ご はん,麺 類 を摂 る人 が多 くな り,夕 食 は圧 倒 的 に ごはん

が多い。朝 ・昼 ・夕食 の主食 の組み合わせ をみ ると,朝 食 にパ ンの者が半数以上 占めて

いたが,3食 ともバ ンとい うのはわず か1例 あ ったが,こ れ も3日 間の うちの1日 だけ

で あっ'た。朝 食 にパ ンを摂 る場 合 で も昼 食 ・夕 食 にはごはんを 摂 る者が多 く,米 離れ

の様子 も伺われ るがやは りまだまだ米食が土台 とな っているよ うに思われ る。

次 に,献 立か ら食事 内容 をみる と,朝 食がパ ンの場合 は トース ト・牛乳 ・コー ヒー又

は紅 茶 ・卵料理 ・野 菜サ ラダの組み合わせが多 い。米飯 の場合は ごはん ・みそ汁 ・卵料

理 ・漬物 の組み合わせ とい うのが多 い。昼食 は一品料理が多 くうどん,そ ば,ラ ーメ ン,

スパ ゲテ ィなどの麺類,菓 子パ ン,サ ンドイッチそれ におにぎ りもあった。 中には軽 く,

表3野 菜の譌理法

調査期間

調理法
入 学 時 夏期休暇中 備 考

生 食 98(34) 130(38) サ ラダ つけ合わせ

炒 め る 52(18) 51C15) 野菜炒め,肉 入りも含む

煮 る 80C28) 83C25) 煮 物,カ レー,シ チ ュ ー等 煮 込 ん だ 物

ゆ で る 17C6) 16(5) おひた し

揚 げ る 13(5)
●

10C3)
入 学 時3(1)

夏期 休暇中1(0)

}糶 麟 類を
焼 く 7(2) 20(6)

入 学 時4(1)

夏期休暇中3(])

注)入 学時,夏 期休暇中ともに83例 の3日 間の出現件数の平均値

()内 は00
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図3 朝食,昼 食,夕 食および間食の栄養摂取量の栄養所要量比

サ ラダや飲み物 を摂 る例がわずかで はあ るが あ った。 夕食はやは り米飯が多 いため朝食

同様 ごはん ・みそ汁 ・漬物 に魚 ・肉 ・サ ラダ ・煮物等の組み合 わせが多 か った。以上,

献立か らサ ラダが好まれていることが伺 われたので野菜の調理法 を調べ て見 ると,表3

に示 す通 りで あった。 入学時 と夏期休 暇中と も 「生食」が30°o,「 煮 る」が25°o台 で煮

物,カ レーや シチゴー等 の煮込み料理が含 まれた。 野 菜のみ あるいは肉を加 えて手軽

にできる 「炒め る」が これに次ぎ,「 ゆで る」,「焼 く」そ して 「揚 げ る」の順 とな ってい

表4間 食の摂取状況

種
類

調
査

期
間

果'

物

類

嗜

好

飲

料

類

洋

菓

子

類

ア及

イ び
ス ゼ

ク リ

リi

⊥類

牛

乳

せ

ん

べ

い

類

ク

ツ

キ

1

類

ジ

ユ

1

ス

類

い

も

類

乳

酸

飲

料

類

和

菓

子

類

軽

食

類

;看

輯

昇
メ類
丿レ

そ

の

他

入 学 時 61 52 34 23 21 21 21 lr1 17 11 11 9 9 7

夏期休暇中 82 51 27 45 23 16 10 22 4 13 7 11 9 6

注)入 学時は,間 食を摂 った73例(83例 中)の3日 間の出現件数

夏期休暇中は,間 食を摂った70例(83例 中)の3日 間の出現件数
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た。摂取状況は,例 年 「炒め る」が多いが,今 回は 「煮る」が増えたのは嗜好や調理器

具によるのであろうか,興 味が もたれる。

朝食,昼 食,夕 食および間食の摂取栄養素量の比率をみる。ほとんどの人が1日3回

食であったので,平 均値を用いて図3の 通り所要量比で示 してみた。入学時と夏期休暇

中ともに夕食に重きがおかれ,朝 食と昼食は大体同じ程度に摂 られていた。入学時と夏

期休暇中とを献立や調理法について比較 してみると共通する所が大いにある。

間食については,非 常に種類が多いので,表4に 摂取状況を示 した。間食を摂ったも

のは入学時73例(88%)～ 夏期休暇中70例(84%)で,ほ とんどが間食を摂ってお り女子

表5牛 乳の摂取状況

調 査 期 間 摂取 しない 1本 未 満 1本 以 上

入 学 時 7(8) 48(58) 28.(34)

夏期休 暇中 4C5) 57(68) 22(27)

注)入 学時,夏 期休暇中ともに83例 の3日 間の平均値

()内 は%

学生 の楽 しみで もあ るよ うだ。 多 く摂取 されてい るものには,果 物類 嗜好飲料類,洋

菓子類.ア イスク リーム及 びゼ リー ・ババ ロア類 が目立 った。

牛 乳及び乳飲料 よ りも嗜好飲料類 を好む傾 向にあ った。間食の摂 り方 は,入 学時 と夏

期休 暇中 とい った季節 や環境 による影響 もみ られ るが,共 通 して果物 類,嗜 好飲料類等

が多 く摂取 されている。食事 内容 を検討 して くると,不 足 しが ちで あるカル シウム及 び

ビタ ミンB2を 補足 す るため に も下宿で も手軽に得 られ る牛乳及 び乳製品を もう少 しす

す めたいと思 い,調 理 も含めた牛乳 の摂取状況を調べ表5に 示 した。1本 未 満の摂取量

の状況 をみ ると,夏 期休 暇中の方 が入学時 よ り多少で はあ るが多 くなって いた。 しか し,

全 く摂取 しな い人が10°o以 下であ った ことは,過 去の調査 の20～40°o台 に比べ ると減少

し,1本 未満 は摂取す るとい う人が増 えてきた。 また,1本 以上摂取す るも前報 よ りよ

くな ってお り,栄 養改善か らは好ま しい傾 向で あ った。

要約

本学の家政科1年 生の栄養摂取状況の実態を把握するため,入 学時と夏期休暇中の2

回にわたって行 った学生による食事記録のまとめを行った。

1)栄 養摂取量を入学時と夏期休暇中とを比較すると,脂 質,鉄,ビ タミンCを 除 く

他の栄養素は全て夏期休暇中の方が入学時よりい くらか多 く摂取 していた。

2)1人 当り1日 平均栄養摂取量を女子短大生の平均摂取量 とみなして所要量 と比較

すると,入 学時,夏 期休暇中ともに所要量より下まわるのは,エ ネルギー,カ ルシウム,

-40一



ビタ ミンA,そ して ビタ ミンB2で あ り,反 対 に上 まわ るのは,タ ンパ ク質,鉄 ,ビ タ

ミンBl,ビ タ ミンCで あ った。 これ らの所要量 に対す る比率は,全 体 として栄養所 要量

附近 の摂取 量で,ビ タ ミンCの みが特 に多 く摂取 されて いた。

3)タ ンパ ク質 にお いて,動 物性 タンパ ク質の比率 は入学時49%,夏 期休暇中53°oで

あ り,エ ネルギー比 は入学時14°°,夏 期休暇 中15°oで あった。

4)脂 質において,動 物性脂質 の比率 は入学時44°°,夏 期休 暇中48%で あ り,前 報 よ

り植物性油 脂の摂取が増え た。エ ネルギー比 は入学時39°°,夏 期休暇 中38°°で あ った。

5)エ ネルギ ー摂取量 は,所 要 量の91%で あるのに対 し,タ ンパ ク質,脂 質 は所要量

を上 まわる摂取であ ったことか ら,か な りタ ンパ ク質 と脂質か らエネルギー も多 くな っ

た。

6)無 機質では,カ ル シウム摂取量の平均値 は所要量 よ りやや低 か った。鉄 は所要量

を上 まわる摂取量で あった。入学 時 は標準偏差が大 き く,こ れは,そ の 日の献立 によ る

影 響が大 きいと思われた。

7)ビ タ ミンで は,ビ タ ミンAは 所要 量以下 の所 に多 く分布 し,主 な給源 は野菜 であ

ることか ら,献 立 による影響が大 きか った。 ビタ ミンB,は 所 要 量 よ り上 まわ って いた

が,ビ タ ミンB2は 所要量よ り下 まわっていた。 ビタ ミンB2の 給源 と しては豚 肉,鶏 肉,鶏

卵,牛 乳 等 であった。 ビタ ミンCは 所要量 の2倍 位 の摂取量で,果 物や野菜 の生食 が多

か った。

8)食 事 の摂取 状況 は,朝 食抜 きの人 はご く少数 で,殆 んどは3食 とも摂っ ていた。

主食に よる分類 を してみ ると,朝 食 はパ ン,夕 食 はごはんが多 いが,全 体 と しては,米

飯 が多 く食べ られて いた。野菜 の調理法 による分類を してみた結果 は生食が圧倒的 に多

く,「 煮る」 と,「 炒め る」が,こ れ に次 いだ。

9)間 食 は入学時88%,夏 期休暇 中84%が 摂取 していた。種類 も果 物,軽 食,和 洋菓

子,嗜 好飲料類等が好 まれて いた。 しか も,入 学時 と夏期休暇中 とも傾 向が 同 じで,季

節 による影響 はそれ程で もなか った。

入学時 と夏期休暇 中の調査 結果 は,栄 養摂取量,主 食のパ ター ン,野 菜 の調理法等 に

おいて,類 似 の傾向 を示 して いたことか ら,季 節や環境 に関係 な く食様式,嗜 好等 に何 ら

か の共 通性 があ るので はないか とい う事 を強 く感 じたので,今 後 の課題 としたい。
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